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図形

§§１１１１ 三角比三角比

１．平地に立っている建物の高さを測るために、その建物の前方の地点 Aから測った

建物の上端の仰角が 30 、Aから建物に向かって10ｍ進んだ地点 Bから測った仰角が

45 であった。この建物の高さを求めよ。

（東北福祉大）

２．
2
1cossin   のとき、次の式の値を求めよ。

(1)  cossin (2)  33 cossin  (3)  44 cossin  (4)  55 cossin 
（京都薬科大）

３．
5
1cossin   のとき、次の式の値を求めよ。

(1)  cossin (2)



tan
1tan  (3)


 3

3

tan
1tan 

（東京薬科大）

４． aを定数とし、 







6
04sin2cos)( 22 

≦≦ xaxaxxf とする。

(1) 定数 aの値を場合分けして、 )(xf の最大値を求めよ。

(2) )(xf の最大値が 2となるとき、 2)( xf を満たす xに対する xtan の値を求めよ。

（山口大）

５．次の条件を満たす三角形 ABCはそれぞれどんな三角形か。

(1) 0coscos  CbBc
(2) 0cossincossin 22  BAbABa

（法政大）

６．次の問いに答えよ。

(1) △ ABCが 1cossin  AA を満たすとき、△ ABCはどのような三角形であるか。

(2) △ ABCが BbAa sinsin  を満たすとき、△ ABCはどのような三角形であるか。

(3) △ ABCが ACB sinsincos2  を満たすとき、△ ABCはどのような三角形であ

るか。

（宮城教育大）

７．△ ABCにおいて、頂点 CBA ,, の対辺の長さをそれぞれ cba ,, で表す。
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(1) Acos を cba ,, で表せ。

(2) B
b
acA

a
cb coscos 




が成り立つとき、△ ABCはどのような三角形であるか。

（関西大）

８．△ ABCにおいて、 BA
BA
BA coscos
)sin(

sinsin





であるとき、△ ABCはどのよう

な三角形であるか。

（関西大）

９．△ ABCにおいて、

)cos()sin()cos()sin()cos()sin( ACACCBCBBABA  であるとき、

△ ABCはどのような三角形であるか。

（信州大）

10．△ ABCにおいて、 AAACAB  ,60,5,4 の 2等分線と BCの交点をD
とするとき、次の線分の長さを求めよ。

(1) BC (2) AD (3) BD
（阪南大）

11．△ ABCで、 CBA sin
3

sin
7

sin
 が成り立つ。この三角形の角のうちで最大のも

のの大きさを求めよ。

（福岡大）

12．△ ABCの面積は
4
33
、外接円の半径は１、 ACABBAC  ,60 である。

このとき、△ ABCの各辺の長さを求めよ。

（千葉大）

13．△ ABCにおいて 1,2  ACAB とする。 BAC の 2 等分線と辺 BCの交点をD
とする。 BDAD  となるとき、△ ABCの面積を求めよ。

（京都大）

14．△ ABCは 1,120  ACABA を満たす。 A の 2等分線との交点をDとす

る。

(1) xAB  とおいて、 ADを xで表せ。

(2) xが動くとき、 ADの最大値とそのときの xの値を求めよ。

（北海道大）
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15．辺 CABCAB ,, の長さがそれぞれ 10,11,12 の三角形 ABCを考える。 A の 2等

分線と辺 BCの交点をDとするとき、線分 ADの長さを求めよ。

（京都大）

16．半径 Rの円周上に点 DCBA ,,, がこの順で反時計回りに並んでいる。線分

CDBCACAB ,,, の長さはそれぞれ 2,2,5,1 である。以下の問いに答えよ。

(1) Bcos を求めよ。

(2) 円の半径 Rを求めよ。

(3) Dcos を求めよ。

(4) 線分 ADの長さを求めよ。

（首都大東京）

17. 半径 2の円に内接する四角形 ABCDを考える。 22AB ,  75ADC ,

 120BAD とする。このとき、

BCD [ ア ]  ADB, [ イ ]  BC, [ ウ ],

AD [ エ ]である。また、四角形 ABCDの面積は[ オ ]になる。

（立命館大）

18．辺の長さが 13,12,5 である三角形の内接円の半径を求めよ。

（早稲田大）

19．△ ABCにおいて、 3,sin5,5  CAABCAB であるとする。

(1) 辺 BCの長さを求めよ。

(2) △ ABCの内接円の半径を求めよ。

（千葉大）

20．3辺の長さが 1,12,1 22  xxxx である三角形の最大の内角を としたとき、

)cos1(12  の値を求めよ。

（自治医科大）

21.三角形 ABCは各辺の長さが1の正三角形であるとする。辺 AB上に点D ,辺 BC上

に点 E ,辺CA上に点 F を xCFBEAD  となるようにとる。ただし、 10  x と

する。次の問いに答えよ。

(1) 三角形 ABCの内接円の半径を求めよ。

(2) 三角形DEFの外接円の半径 Rを xを用いて表せ。

(3) (2)で求めた Rを最小にする xの値を求めよ。

（奈良女子大）

22．y軸上の 2点 )2,0(,)1,0( BA と x軸上の正の部分を動く点 )0,( aP を考える。

APB とおくとき、
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(1) cos をaで表せ・

(2)  が最大になる aの値を求めよ。

（北海道大）

23. xを正の実数とする。三角形 ABCにおいて、 2,1,  xCAxBCxAB と

する。次の問いに答えよ。

(1) xのとりうる値の範囲を求めよ。

(2) B とおくとき、 cos を xを用いて表せ。

(3) 三角形 ABCが鈍角三角形となる xの値の範囲を求めよ。

（奈良女子大）

24． xACAB  ,1 （ただし、 10  x ）  60, A である△ ABCがある。辺 BC
上に点 Pを、 ABPCAP  であるようにとる。このとき、 APC [ア]である。

APCPBC ,, をそれぞれ xの式で表すと、 BC [ イ ] CP, [ ウ ] AP, [ エ ]

である。また、△ APBの面積 Sを xの式で表すと、 S [ オ ]である。

（関西学院大）

25．△ ABCの面積を S、内接円の半径を r、３辺の長さを cba ,, とすると、

))()((, clblallS
l
Sr  であることを示せ。

ただし、 cbal 2 とする。

（大阪教育大）

26．△ ABCにおいて cABbCAaBC  ,, とする。

10:11:9)(:)(:)(  accbba が成り立つとき、 cba ,, の比を簡単な整数比で表

すと cba :: [ ア ]で、 Acos の値は[ イ ]となる。さらに、△ ABCの面積が 7135
であるとき、 a [ ウ ]となる。

（北里大）

27．△右図のような四角形において、対角線の長さを

ml , 、対角線のなす角を とする。

(1) 四角形の面積 Sを ,, ml を用いてあらわせ。

(2) 対角線の長さの和が k（定数）となる四角形

の中で、その面積が最大となるものの面積を求めよ。

（佐賀大）

28．四角形 ABCDは、AD∥ aBDACDCABBC  ,, （aは定数）を満たして

いるとする。 ADB とおくとき、次の問いに答えよ。
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(1) BCyADx  , とするとき、 ABの長さを yxa ,, で表せ。

(2) 四角形 ABCDの面積 Sをaと で表せ。

(3) Sの最大値をaで表せ。また、そのときの の値を求めよ。

（香川大）

29. 平行四辺形OABCは 1 BCOA , rABOC  , AOC を満たす。ただし、

0r かつ  0 とする。このとき、次の問いに答えよ。

(1)
22 ACOB  は の値によらず一定であることを示し、その値を rを用いて表せ。

(2)  が  0 の範囲を動くとき、 ACOB の最大値とそのときの の値を求め

よ。

（大阪教育大）

30．△ ABCにおいて  60,3,2 AACAB のとき、辺 AC上に 1AD となる

点Dをとる。さらに Eを BC上の点とする。

(1) 辺 BCの長さを求めよ。

(2) 線分 DEが△ ABCの面積が二等分するとき、線分 BEの長さを求めよ。

(3) △ ABEと△DECの面積の積Tを最大に刷る線分 BEの長さと、そのときのTの

値を求めよ。

（千葉大）

31．四角形 ABCDについて考える。2つの対角線の長さは 3,
3
4

 BDAC であり、

これら 2つの対角線の成す鋭角が 60 であるとする。四角形 ABCDの面積を求めよ。

（自治医科大）

32. 次の 2つの条件を同時に満たす四角形のうち面積が最小のものの面積を求めよ。

(a) 少なくとも 2つの内角は 90 である。

(b) 半径1の円が内接する。ただし、円が四角形に内接するとは、円が四角形の 4つの

辺すべてに接することをいう。

（京都大）

33．rを正の定数とし、nを3以上の自然数とする。Cを半径が rの円とする。円Cに

内接する正 n角形の1辺の長さを ns 、円Cに外接する正 n角形の1辺の長さを nt とする。

ただし、正 n角形が円Cに外接するとは、円Cが正 n角形のすべての辺に接すること

である。

(1) ns を rと nを用いて表せ。

(2)
n

n

t
s

をnを用いて表せ。
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(3) 25 s であるとき、円Cに内接する正5角形の面積を、小数第3位を四捨五入し

て小数第 2位まで求めよ。ただし、 727.036tan  としてよい。

（大阪府立大）

34．△ ABCの3辺の長さを ABcCAbBCa  ,, として次の問いに答えよ。

(1) △ ABCの頂点 Aから直線 BCに下ろした垂線の足をHとするとき、線分CH の

長さを cba ,, を用いて表せ。

(2) △ ABCの辺 BC上にCと異なる点Dをとる。 BADDCtBDs  ,, ,

DAC とおくとき、



sin
sin

を tscb ,,, を用いて表せ。

(3) △ ABEの辺 BCの中点をM とし、辺 BC上に EACBAM  となる点 Eをと

る。線分CEの長さを、 cba ,, を用いて表せ。

（信州大）

35．平面上に三角形△ 21AOA と点 543 ,, AAA を 3,2,1n に対して△ 1nnAOA と△

21  nn AOA が辺 1nOA に関して対称になるようにとる。△ 52AOA の面積が△ 21AOA の面

積の正の整数倍となるとき、 21OAA の値を求めよ。

（京都大）

36． ACAB  である△ ABCの頂点 Aにおける外角の二等分線と対辺 BCの延長との

交点をDとする。 bACaBCcAB  ,, として次の問いに答えよ。

(1) DCBD : およびCDを cba ,, で表せ。

(2) ACD とおくとき、 cos を cba ,, で表せ。

(3)
2AD を cba ,, で表せ。

（京都女子大）

37．△ ABCにおいて、 kCABCAB  ,1,
2
1

とする。ただし、 1
2
1

≦k である。

(1) Acos を kで表すと、 Acos [ ア ]であり、その最大値は[ イ ]である。

(2) B が 60 以上であるための kの範囲は[ ウ ] ≦≦k [ エ ]である。

(3) C が最大となるのは k [ オ ]のときである。このとき、 A [ カ ]° ,

B [ キ ]°, C [ ク ]°である。

（京都産業大）

38．円に内接する四角形 ABCDにおいて、  60,2,3,5 ABCDABCAB で

あるとき、次の問いに答えよ。

(1) 辺CDの長さを求めよ。

(2) 四角形 ABCDの面積を求めよ。

(3) △ BCDの面積を求めよ。
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(4) 対角線 BDの長さを求めよ。

（同志社大）

39．次の[ ]を数値でうめよ。ただし、[ ア ] , [ イ ]の数値は整数である。

円に内接する四角形 ABCDの長さが、それぞれ

1,2,7,6  DACDBCAB とするとする。

このとき、
2

[ ][]2 イア 
AC だから

2
3 ][ ウ

AC となる。また、

ABC とおくと 2sin [ エ ]だから
][

2
2sin

オ

AC
 となり、円の半径は [カ]

であることがわかる。また、四角形 ABCDの面積は[キ]である。

（関西大）

40．四角形 ABCDは円Oに内接し、各辺の長さは 3,2,1,1  DACDBCAB で

ある。

(1) BDの長さと BCD の大きさを求めよ。

(2) 四角形 ABCDの面積を求めよ。

(3) 円Oの面積を求めよ。

(4) 3辺 DACDBC ,, に接する円の面積を求めよ。

（上智大）

41．  72,1, ABCBCACAB の三角形 ABCを考える。 ABC の二等分線と

辺 ACの交点をDとする。次の問いに答えよ。

(1) ADの長さと ACの長さを求めよ。

(2) 72cos を求めよ。

(3) 三角形 ABDの内接円の半径を r、三角CBDの内接円の半径を sとするとき、
s
r
の

値を求めよ。

（大阪教育大）

42. 三角形 ABCにおいて辺 ABCABC ,, の長さをそれぞれ cba ,, とする。この三角

形 ABCは次の条件(イ),(ロ),(ハ)を満たすとする。

(イ) ともに 2以上である自然数 pと qが存在して、 qpa  , ppqb  ,

1 pqc となる。

(ロ) 自然数 nが存在して、 cba ,, のいずれかは
n2 である。

(ハ) CBA  ,, のいずれかは 60 である。

このとき次の問いに答えよ。
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(1) CBA  ,, を大きさの順に並べよ。

(2) cba ,, を求めよ。

（京都大）

43．四角形 ABCDが、半径
8
65

の円に内接している。この四角形の周の長さが 44で、

辺の BCと辺CDの長さがいずれも13であるとき、残りの 2辺 ABとDAの長さを求

めよ。

（東京大）
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§11．三角比

1. )13(5  ｍ 2. (1)
8
3

 (2)
16
11

(3)
32
23

(4)
128
79

3. (1)
5
2

 (2)
2
5

 (3)
8
65


4. (1)

140

15
2
10

4
34

2
1

2

2

2







aa

aa

aaa

≦≦

(2)
2
1,0tan x

5. (1) cb  の二等辺三角形

(2) ba  の二等辺三角形または

 90C の直角三角形

6. (1)  90A の直角三角形

(2) ba  の二等辺三角形

(3) cb  の二等辺三角形

7. (1)
bc

acb
2

222 

(2) ba  の二等辺三角形

8.  90C の直角三角形

9.  90B の直角三角形 10. (1) 21 (2)
9
320

(3)
9
214

11. 150 12. 2,3,
2

26



 CABCAB

13.
2
3

14.(1)
12 


x
xAD (2)  1

2
1

x

15. 103
16.(1)

2
1

 (2)
2
10

(3)
2
1

(4) 32 
17. [ア]60 [イ] 45 [ウ] 2
[エ] 26  [オ] 33

18. 2

19. (1) 4 (2) 1 20. 6

21. (1)
6
3

(2)
3

399 2  xx

(3)
2
1

22.(1)
)4)(1(

2
22

2





aa
a

(2) 2
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23. (1) 1x (2)
x

x
2
3

(3) 31  x

24. [ア] 60 [イ]
21 xx 

[ウ] 2

22

1
1

xx
xxx




[エ] 2

2

1
1

xx
xxx




[オ]
)1(4
)1(3
2xx
xx




25. 略 26. (1) 6:5:4 (2)
4
3

(3) 24

27. (1) sin
2
1 ml (2) sin

8

2k
28. (1) xya 2

(2) 2sin
2
1 2a

(3)
2

2
1 a

29. (1) 
2
1

(2)
2
  のとき

212 r

30. (1) 7 (2)
4
7

(3) 









2
7

8
9 BE

31.3 32. 4（正方形）

33. (1) 





 
n

r 180sin2 (2) 





 
n

180cos

(3) 約 88.6

34. (1)
a

cba
2

222 
(2)

ct
bs

(3) 22

2

cb
ab


35.  150,135,90,45,30

36. (1)
bc

abCDbcDCBD


 ,::

(2)
ab

cba
2

222 


(3) 2)(
))((

cb
cbacbabc





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37. [ア]
k

k
4
3

 [イ]
2
3

[ウ]1

[エ] 1 [オ]
2
3

[カ] 90

[キ] 60 [ク] 30

38. (1) 3 (2)
4
321

(3)
76

3189

(4)
19
1921

39. [ア]5 [イ] 21 [ウ]7

[エ]
16
215 

[オ] 8 [カ] 2

[キ]
2

732 

40. (1)  120,7 BCDBD

(2)
4
35

(3)
3
7

(4)
3


41. (1)
2
51,1 

 ACAD

(2)
4
15 

(3)
10

535 

42. (1) ACB 
(2) )7,8,5(),,( cba

43. )4,14(,)14,4(),( DAAB


